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－２－ 

ド

ル

近

辺

に

ま

で

上

昇

し

て

い

る

。

今

後

、

各

国

で

の

行

動

規

制

の

緩

和

に

よ

り

原

油

需

要

へ

の

期

待

感

が

強

ま

り

、

油

価

は

一

段

高

に

な

る

と

の

見

方

も

あ

る

。

こ

う

し

た

中

、

ス

ポ

ッ

ト

・

ナ

フ

サ

価

格

も

五

月

に

入

り

強

含

み

の

動

き

と

な

り

、

こ

れ

に

連

動

し

国

産

ナ

フ

サ

価

格

も

水

準

が

切

り

上

が

っ

て

き

た

。

試

算

し

た

国

産

ナ

フ

サ

価

格

は

、

二

十

一

日

に

二

万

六

千

円

台

を

記

録

し

て

い

る

。

二

Ｑ

の

国

産

価

格

は

、

一

Ｑ

（

一

―

三

月

期

）

の

四

万

四

千

八

百

円

か

ら

二

万

円

前

後

の

大

幅

下

落

と

な

る

見

通

し

だ

が

、

仮

に

コ

ロ

ナ

禍

の

収

束

に

目

途

が

立

っ

て

来

れ

ば

、

三

Ｑ

は

再

び

上

昇

し

て

く

る

可

能

性

が

高

そ

う

だ

。 

  
 

 

☆

出

光

興

産

の

三

月

期

、

原

油

価

格

急

落

で

営

業

損

失

三

十

九

億

円 

 

出

光

興

産

は

二

十

六

日

、

二

〇

二

〇

年

三

月

期

の

連

結

決

算

を

発

表

し

た

。

売

上

高

は

、

前

年

度

比

三

七

％

増

の

六

兆

四

百

五

十

九

億

円

、

営

業

損

失

三

十

九

億

円

（

同

一

千

八

百

三

十

二

億

円

減

）
、

経

常

損

失

百

四

十

億

円

（

同

一

千

八

百

三

十

一

億

円

減

）
、

純

損

失

二

百

二

十

九

億

円

（

同

一

千

四

十

四

億

円

）

と

な

っ

た

。

売

上

高

は

昭

和

シ

ェ

ル

と

の

経

営

統

合

な

ど

に

よ

り

増

収

と

な

っ

た

が

、

営

業

利

益

は

燃

料

油

セ

グ

メ

ン

ト

で

の

在

庫

評

価

、

資

源

セ

グ

メ

ン

ト

で

の

生

産

量

減

少

や

資

源

価

格

下

落

な

ど

の

影

響

な

ど

に

よ

り

損

失

と

な

っ

た

。

セ

グ

メ

ン

ト

別

で

は

、

燃

料

油

セ

グ

メ

ン

ト

は

売

上

高

同

四

七

％

増

の

四

兆

八

千

二

百

十

億

円

、

セ

グ

メ

ン

ト

損

失

（

営

業

利

益

＋

持

分

法

投

資

損

益

）

は

一

千

九

十

四

億

円

（

同

一

千

三

百

七

十

三

億

円

減

）
。

Ｏ

Ｐ

Ｅ

Ｃ

プ

ラ

ス

の

協

調

減

産

協

議

決

裂

な

ど

に

よ

り

、

ド

バ

イ

原

油

は

三

月

に

二

十

ド

ル

前

半

ま

で

急

落

し

在

庫

評

価

損

が

発

生

し

た

。

ま

た

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

拡

大

の

影

響

で

石

油

製

品

を

中

心

に

需

要

軟

化

が

三

月

よ

り

顕

在

化

。

三

月

の

販

売

数

量

の

比

較

で

は

、

ガ

ソ

リ

ン

が

一

〇

％

減

、

軽

油

が

一

〇

％

減

、

Ｊ

Ｅ

Ｔ

燃

料

が

五

〇

％

減

と

な

っ

た

。

ベ

ト

ナ

ム

・

ニ

ソ

ン

製

油

所

で

は

減

損

処

理

と

し

て

三

百

三

十

九

億

円

を

計

上

し

た

。

基

礎

化

学

品

セ

グ

メ

ン

ト

は

売

上

高

同

二

％

減

の

四

千

五

百

九

十

二

億

円

、

セ

グ

メ

ン

ト

利

益

は

同

六

三

％

減

の

百

十

九

億

円

。

ス

チ

レ

ン

モ

ノ

マ

ー

な

ど

製

品

マ

ー

ジ

ン

が

縮

小

し

た

。

高

機

能

材

セ

グ

メ

ン

ト

は

売

上

高

同

一

二

％

増

の

三

千

九

百

三

十

八

億

円

、

セ

グ

メ

ン

ト

利

益

同

四

％

減

の

二

百

八

十

四

億

円

。

電

力

・

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

セ

グ

メ

ン

ト

は

売

上

高

同

五

・

六

倍

の

一

千

二

百

七

十

七

億

円

、

セ

グ

メ

ン

ト

損

失

五

億

円

（

同

十

二

億

円

減

）
。

資

源

セ

グ

メ

ン

ト

は

売

上

高

同

二

二

％

減

の

二

千

四

百

十

八

億

円

、

セ

グ

メ

ン

ト

利

益

同

五

三

％

減

の

四

百

十

八

億

円

だ

っ

た

。

通

期

業

績

予

想

で

は

、

売

上

高

三

六

％

減

の

三

兆

九

千

億

円

、

営

業

利

益

六

百

億

円

（

同

六

百

三

十

九

億

円

増

）
、

経

常

利

益

三

百

億

円

（

同

四

百

四

十

億

円

増

）
、

純

利

益

五

十

億

円

（

同

二

百

七

十

九

億

円

増

）

を

見

込

ん

で

い

る

。 

  
 

 

☆

三

菱

ケ

ミ

、

モ

ス

ア

イ

型

反

射

防

止

フ

ィ

ル

ム

、

絵

画

額

装

用

途

に 

 

三

菱

ケ

ミ

カ

ル

は

こ

の

ほ

ど

、

モ

ス

ア

イ

型

反

射

防

止

フ

ィ

ル

ム

『

モ

ス

マ

イ

ト

』

を

絵

画

額

装

用

途

に

拡

販

す

る

、

と

発

表

し

た

。

同

社

の

ア

ク

リ

ル

樹

脂

板

『

ア

ク

リ

ラ

イ

ト

』

お

よ

び

モ

ス

マ

イ

ト

を

取

り

扱

う

藤

光

樹

脂

が

、

ア

ク

リ

ル

樹

脂

板

の

両

面

に

モ

ス

マ

イ

ト

を

貼

合

し

た

低

反

射

ア

ク

リ

ル

板

を

額

装

向

け

に

販

売

を

開

始

す

る

。

三

菱

ケ

ミ

カ

ル

が

開

発

し

た

モ

ス

マ

イ

ト

は

、

蛾

の

眼

（

モ

ス

ア

イ

）

が

持

つ

微

細

な

突

起

構

造

を

模

倣

し

た

反

射

防

止

フ

ィ

ル

ム

。

表

面

に

は

高

さ

二

百

ナ

ノ

メ

ー

ト

ル

の

突

起

が

百

ナ

ノ

メ

ー

ト

ル

の

間
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－３－ 

隔

で

並

ん

で

お

り

、

こ

の

突

起

の

幅

が

可

視

光

線

の

波

長

よ

り

も

狭

い

こ

と

で

、

光

の

屈

折

率

の

変

化

が

緩

や

か

に

な

り

、

光

の

反

射

を

抑

制

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

一

般

的

な

ガ

ラ

ス

や

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

の

表

面

は

光

の

反

射

率

が

通

常

四

～

五

％

程

度

あ

る

が

、

そ

れ

ら

の

表

面

に

モ

ス

マ

イ

ト

を

貼

付

す

る

こ

と

に

よ

り

反

射

率

を

〇

・

一

～

〇

・

三

％

に

ま

で

抑

え

、

絵

画

の

鑑

賞

を

妨

げ

る

表

面

の

反

射

を

防

ぐ

こ

と

が

可

能

。

同

社

は

こ

れ

ま

で

、

佐

藤

美

術

館

（

東

京

都

新

宿

区

）

が

開

催

す

る

展

覧

会

に

協

賛

し

、

二

〇

一

七

年

「

吾

輩

の

猫

展

」
、

二

〇

一

九

年

「

絵

本

に

み

る

日

本

画

展

」
、

今

年

一

月

の

「

ビ

ク

ト

リ

ー

ブ

ー

ケ

展

」

に

、

モ

ス

マ

イ

ト

を

両

面

に

貼

っ

た

ア

ク

リ

ル

樹

脂

板

を

提

供

。

こ

れ

ら

の

活

動

な

ど

に

よ

り

、

画

家

や

画

商

、

学

芸

員

か

ら

好

評

を

得

た

こ

と

か

ら

、

今

回

、

藤

光

樹

脂

と

共

同

で

こ

の

分

野

へ

の

事

業

展

開

を

強

化

す

る

こ

と

と

し

た

。

三

菱

ケ

ミ

カ

ル

は

引

き

続

き

、

モ

ス

マ

イ

ト

の

新

た

な

用

途

開

発

・

市

場

開

拓

を

目

指

し

、

国

内

の

み

な

ら

ず

、

グ

ロ

ー

バ

ル

に

事

業

を

展

開

さ

せ

、

さ

ら

な

る

拡

販

に

努

め

て

い

く

考

え

だ

。 

  
 

 

☆

東

レ

、

有

機

Ｅ

Ｌ

用

Ｐ

Ｉ

コ

ー

テ

ィ

ン

グ

剤

、

科

学

技

術

賞

を

受

賞 

 

東

レ

は

こ

の

ほ

ど

、
「

有

機

Ｅ

Ｌ

絶

縁

膜

用

ポ

リ

イ

ミ

ド

（

Ｐ

Ｉ

）

コ

ー

テ

ィ

ン

グ

剤

の

開

発

」

に

つ

い

て

、

文

部

科

学

省

よ

り

「

令

和

二

年

度 

科

学

技

術

分

野

の

文

部

科

学

大

臣

表

彰

 

科

学

技

術

賞

開

発

部

門

」

を

受

賞

し

た

。

同

社

が

長

年

培

っ

て

き

た

感

光

性

ポ

リ

イ

ミ

ド

技

術

を

深

化

さ

せ

、

有

機

Ｅ

Ｌ

デ

ィ

ス

プ

レ

イ

の

発

光

信

頼

性

と

同

パ

ネ

ル

の

生

産

性

を

著

し

く

向

上

し

た

ポ

ジ

型

感

光

性

Ｐ

Ｉ

の

開

発

が

評

価

さ

れ

た

。

有

機

Ｅ

Ｌ

デ

ィ

ス

プ

レ

イ

は

、

薄

型

・

軽

量

・

動

画

表

示

に

優

れ

、

テ

レ

ビ

や

ス

マ

ー

ト

フ

ォ

ン

な

ど

へ

の

搭

載

が

急

拡

大

し

て

い

る

。

そ

の

部

材

で

あ

る

有

機

Ｅ

Ｌ

発

光

層

は

水

分

や

不

純

物

ガ

ス

に

極

め

て

敏

感

で

劣

化

し

や

す

い

た

め

、

ア

ウ

ト

ガ

ス

発

生

の

極

め

て

少

な

い

長

期

信

頼

性

に

優

れ

る

画

素

分

離

絶

縁

層

が

必

要

不

可

欠

。

ま

た

、

有

機

Ｅ

Ｌ

デ

ィ

ス

プ

レ

イ

を

大

量

生

産

す

る

に

は

、

フ

ラ

ッ

ト

パ

ネ

ル

生

産

工

程

で

同

絶

縁

膜

を

少

量

で

塗

布

で

き

る

ス

リ

ッ

ト

ダ

イ

コ

ー

テ

ィ

ン

グ

法

（

ノ

ズ

ル

で

吐

出

コ

ー

テ

ィ

ン

グ

す

る

方

式

で

、

基

板

サ

イ

ズ

は

最

大

十

㎡

程

度

）

が

適

し

て

い

る

が

、

従

来

の

Ｐ

Ｉ

コ

ー

テ

ィ

ン

グ

剤

で

は

塗

布

ム

ラ

な

ど

の

外

観

品

位

が

悪

く

、

こ

の

方

式

は

適

用

で

き

な

か

っ

た

。

同

社

は

、

化

学

的

に

安

定

で

耐

熱

性

に

優

れ

る

Ｐ

Ｉ

材

料

技

術

を

深

化

さ

せ

、

Ｐ

Ｉ

前

駆

体

樹

脂

、

感

光

剤

お

よ

び

溶

剤

か

ら

成

る

Ｐ

Ｉ

コ

ー

テ

ィ

ン

グ

剤

に

、

沸

点

の

異

な

る

溶

媒

を

特

定

比

率

で

組

み

合

せ

る

こ

と

に

よ

り

、

高

い

信

頼

性

と

量

産

性

を

両

立

さ

せ

た

有

機

Ｅ

Ｌ

絶

縁

膜

用

Ｐ

Ｉ

コ

ー

テ

ィ

ン

グ

剤

を

開

発

。

同

開

発

品

は

、

従

来

の

ス

ピ

ン

コ

ー

テ

ィ

ン

グ

法

（

中

央

に

滴

下

し

た

塗

液

を

回

転

さ

せ

な

が

ら

全

体

へ

塗

り

広

げ

る

方

式

で

、

基

板

サ

イ

ズ

は

一

般

に

〇

・

五

㎡

以

下

）

用

Ｐ

Ｉ

コ

ー

テ

ィ

ン

グ

剤

と

比

べ

、

十

分

の

一

の

塗

布

量

で

生

産

す

る

こ

と

が

可

能

。

外

観

品

位

に

優

れ

た

ス

リ

ッ

ト

ダ

イ

コ

ー

テ

ィ

ン

グ

用

の

感

光

性

Ｐ

Ｉ

を

世

界

で

初

め

て

商

業

化

し

、

広

く

採

用

さ

れ

て

い

る

。

今

回

受

賞

し

た

技

術

は

、

有

機

Ｅ

Ｌ

デ

ィ

ス

プ

レ

イ

の

大

量

生

産

と

普

及

拡

大

に

貢

献

す

る

と

同

時

に

、

塗

布

廃

液

ロ

ス

の

劇

的

な

削

減

を

実

現

し

て

お

り

環

境

調

和

に

も

寄

与

し

て

い

る

。

ま

た

有

機

Ｅ

Ｌ

デ

ィ

ス

プ

レ

イ

は

フ

レ

キ

シ

ブ

ル

化

が

可

能

で

、

折

り

曲

げ

型

端

末

、

ウ

エ

ア

ラ

ブ

ル

端

末

、

車

載

用

途

な

ど

、

多

彩

な

曲

面

デ

ザ

イ

ン

の

実
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－４－ 

現

に

よ

る

市

場

拡

大

が

期

待

さ

れ

て

い

る

。

同

社

は

感

光

性

Ｐ

Ｉ

技

術

を

さ

ら

に

深

化

さ

せ

、

有

機

Ｅ

Ｌ

デ

ィ

ス

プ

レ

イ

の

さ

ら

な

る

普

及

と

社

会

の

発

展

に

貢

献

し

て

い

く

考

え

だ

。 

  
 

 
☆

三

菱

ガ

ス

化

学

な

ど

、

福

島

天

然

ガ

ス

発

電

所

の

営

業

運

転

を

開

始 

 

三

菱

ガ

ス

化

学

は

こ

の

ほ

ど

、

同

社

が

九

％

出

資

し

事

業

パ

ー

ト

ナ

ー

と

し

て

参

画

し

て

い

る

福

島

ガ

ス

発

電

〈

Ｆ

Ｇ

Ｐ

〉

が

、

相

馬

港

四

号

埠

頭

（

福

島

県

相

馬

郡

）

で

建

設

を

進

め

て

い

た

福

島

天

然

ガ

ス

発

電

所

一

号

発

電

設

備

（

一

号

機

）

に

つ

い

て

、

先

月

三

十

日

に

営

業

運

転

を

開

始

し

た

、

と

発

表

し

た

。

二

〇

一

六

年

に

、

Ｆ

Ｇ

Ｐ

と

Ｆ

Ｇ

Ｐ

へ

出

資

す

る

事

業

パ

ー

ト

ナ

ー

五

社

（

三

菱

ガ

ス

化

学

、

石

油

資

源

開

発

〈

Ｊ

Ａ

Ｐ

Ｅ

Ｘ

〉
、

三

井

物

産

、

大

阪

ガ

ス

、

北

海

道

電

力

）

は

、

ト

ー

リ

ン

グ

方

式

に

よ

る

相

馬

港

天

然

ガ

ス

発

電

事

業

の

推

進

と

、

そ

の

事

業

基

盤

と

な

る

Ｌ

Ｎ

Ｇ

発

電

所

（

出

力

五

十

九

万

㎾×

二

基

）

の

建

設

を

決

定

。

こ

う

し

た

中

、

一

号

機

が

昨

年

十

二

月

か

ら

発

電

を

開

始

し

、

電

気

事

業

法

で

定

め

ら

れ

た

使

用

前

自

主

検

査

に

す

べ

て

合

格

し

た

こ

と

か

ら

、

先

月

三

十

日

か

ら

の

営

業

運

転

に

至

っ

た

。

ト

ー

リ

ン

グ

方

式

と

は

、

パ

ー

ト

ナ

ー

各

社

が

各

々

調

達

し

た

燃

料

を

、

Ｆ

Ｇ

Ｐ

が

電

気

に

変

え

て

相

当

量

の

電

力

を

各

社

に

返

し

、

各

社

が

独

自

に

販

売

す

る

、

電

力

自

由

化

に

即

し

た

方

式

。

同

発

電

所

は

、

低

廉

で

環

境

負

荷

の

小

さ

い

電

力

の

安

定

供

給

を

目

指

し

て

い

る

。

燃

料

に

は

化

石

燃

料

の

中

で

最

も

温

室

効

果

ガ

ス

（

Ｇ

Ｈ

Ｇ

）

や

大

気

汚

染

の

原

因

物

質

（

Ｓ

Ｏ

ｘ

、

Ｎ

Ｏ

ｘ

な

ど

）

の

排

出

が

少

な

い

Ｌ

Ｎ

Ｇ

を

気

化

し

た

ガ

ス

を

使

用

し

、

発

電

効

率

の

高

い

ガ

ス

タ

ー

ビ

ン

・

コ

ン

バ

イ

ン

ド

サ

イ

ク

ル

方

式

（

燃

焼

ガ

ス

タ

ー

ビ

ン

と

排

熱

蒸

気

タ

ー

ビ

ン

を

併

用

）

を

採

用

し

た

。

さ

ら

に

、

最

新

の

要

素

技

術

を

加

え

る

こ

と

に

よ

り

、

現

時

点

で

世

界

最

高

ク

ラ

ス

と

な

る

約

六

一

％

の

発

電

効

率

を

実

現

し

て

い

る

。

な

お

、

二

号

機

は

今

夏

の

営

業

運

転

開

始

を

目

指

し

、

現

在

は

試

運

転

中

。

ま

た

、

二

期

工

事

と

な

る

、

隣

接

す

る

Ｊ

Ａ

Ｐ

Ｅ

Ｘ

相

馬

Ｌ

Ｎ

Ｇ

基

地

敷

地

内

へ

の

二

十

三

万

㎘

級

地

上

式

Ｌ

Ｎ

Ｇ

タ

ン

ク

は

今

夏

に

操

業

を

開

始

す

る

予

定

で

、

Ｌ

Ｎ

Ｇ

気

化

設

備

増

設

分

は

先

月

に

操

業

を

開

始

し

た

。

こ

れ

ら

設

備

の

操

業

開

始

後

の

運

用

を

含

め

た

管

理

、

事

業

パ

ー

ト

ナ

ー

五

社

が

持

ち

込

む

Ｌ

Ｎ

Ｇ

の

貯

蔵

と

気

化

、

気

化

し

た

ガ

ス

の

同

発

電

所

へ

の

送

出

な

ど

の

業

務

は

、

Ｆ

Ｇ

Ｐ

か

ら

Ｊ

Ａ

Ｐ

Ｅ

Ｘ

に

委

託

し

て

い

る

。

同

社

を

含

む

事

業

パ

ー

ト

ナ

ー

五

社

と

Ｆ

Ｇ

Ｐ

は

、

電

力

全

面

自

由

化

や

Ｇ

Ｈ

Ｇ

排

出

量

削

減

な

ど

の

市

場

環

境

の

変

化

を

踏

ま

え

た

、

低

廉

で

環

境

負

荷

の

小

さ

い

電

力

の

安

定

供

給

を

目

指

し

、

引

き

続

き

同

事

業

を

推

進

す

る

考

え

だ

。 

  
 

 

☆

ク

ラ

レ

、

新

型

コ

ロ

ナ

感

染

症

と

戦

う

知

的

財

産

宣

言

に

参

画 

 

ク

ラ

レ

は

こ

の

ほ

ど

、

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

対

策

の

支

援

の

た

め

、
「

知

的

財

産

権

に

関

す

る

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

対

策

支

援

宣

言

」

の

趣

旨

に

賛

同

し

、

支

援

者

と

し

て

同

宣

言

に

参

画

し

た

。

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

の

ま

ん

延

を

く

い

止

め

る

た

め

に

は

、

産

官

学

が

連

携

し

、

治

療

薬

や

ワ

ク

チ

ン

、

医

療

機

器

、

感

染

防

止

製

品

な

ど

の

開

発

・

製

造

を

、

従

来

の

常

識

に

と

ら

わ

れ

な

い

発

想

と

ス

ピ

ー

ド

で

進

め

る

必

要

が

あ

る

こ

と

か

ら

、

ク

ラ

レ

は

同

宣

言

の

趣

旨

に

賛

同

。

診

断

や

予

防

、

封

じ

込

め

、

治

療

を

は

じ

め

と

す

る

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

の

ま

ん

延

終

結

を

唯

一

の

目

的

と

し

た

行

為

に

対

し

て

、

同

社

グ

ル

ー

プ

が

持

つ

特

許

権

・

実

用

新

案

権

・

意

匠

権

・
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著

作

権

の

権

利

行

使

を

一

定

期

間

行

わ

ず

、

対

価

や

補

償

を

求

め

な

い

こ

と

を

宣

言

し

た

。

今

後

も

、

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

の

拡

大

防

止

に

努

め

る

と

と

も

に

、

同

社

グ

ル

ー

プ

の

固

有

技

術

が

感

染

症

の

終

息

に

貢

献

で

き

る

よ

う

取

り

組

ん

で

い

く

考

え

だ

。 

  
 

 
☆

カ

セ

イ

ソ

ー

ダ

、

三

月

の

内

需

は

一

％

減

、

輸

出

は

大

幅

減

少

に 

 

日

本

ソ

ー

ダ

工

業

会

が

こ

の

ほ

ど

発

表

し

た

ソ

ー

ダ

工

業

薬

品

需

給

実

績

に

よ

る

と

、

三

月

の

カ

セ

イ

ソ

ー

ダ

の

内

需

は

前

年

同

月

比

一

・

三

％

減

の

二

十

六

万

九

千

ｔ

と

、

昨

年

五

月

以

降

、

十

一

ヵ

月

連

続

で

マ

イ

ナ

ス

と

な

っ

た

。

用

途

別

で

は

、

化

学

工

業

用

が

同

四

％

減

の

十

四

万

一

千

ｔ

、

紙

・

パ

ル

プ

用

は

同

一

〇

％

減

の

二

万

二

千

ｔ

、

水

処

理

・

廃

水

処

理

用

は

同

三

二

％

増

の

一

万

六

千

ｔ

、

食

品

用

は

同

六

％

増

の

七

千

ｔ

。

主

力

の

化

学

工

業

用

や

紙

・

パ

ル

プ

用

途

は

需

要

の

マ

イ

ナ

ス

が

続

い

て

お

り

全

体

と

し

て

も

前

年

実

績

を

下

回

っ

た

。

一

方

、

輸

出

は

同

一

五

％

減

の

六

万

四

千

ｔ

と

大

幅

に

減

少

し

た

。

出

荷

合

計

で

は

同

四

％

減

の

三

十

三

万

三

千

ｔ

と

な

っ

た

。

な

お

、

生

産

は

同

四

％

増

の

三

十

三

万

八

千

ｔ

だ

っ

た

（

詳

細

別

表

）
。 

自 家 消費 販 売 国 内 需要

338,063 77,249 191,623 268,872 64,219 333,091 157,931

103.5% 95.4% 100.1% 98.7% 84.9% 95.7% 127.4%

69,869 25,174 43,535 68,709 0 68,709 19,976

108.8% 105.2% 114.7% 111.0% 0.0% 111.0% 84.2%

45,744 27,400 18,243 45,642 0 45,642 4,407

101.1% 97.2% 109.8% 101.8% 0.0% 101.8% 96.6%

2,888 0 962 962 2,219 3,181 1,245

107.6% 0.0% 79.8% 79.8% 134.8% 111.5% 97.3%

73,934 1,842 72,277 74,119 0 74,119 13,555

96.7% 115.2% 100.8% 101.1% 0.0% 101.1% 91.2%

91,581 33,340 58,953 92,293 0 92,293 27,682

104.1% 117.0% 105.7% 109.5% 0.0% 109.5% 100.1%

自 家 消費 販 売 国 内 需要

1,050,074 246,561 546,225 792,785 250,724 1,043,509 157,931

102.9% 95.7% 98.1% 97.4% 106.1% 99.4% 127.4%

194,078 70,371 123,766 194,137 0 194,137 19,976

100.9% 96.3% 107.9% 103.4% 0.0% 103.4% 84.2%

128,924 79,723 49,367 129,090 0 129,090 4,407

99.6% 97.8% 103.3% 99.8% 0.0% 99.8% 96.6%

8,460 0 2,407 2,407 6,441 8,848 1,245

105.3% 0.0% 78.5% 78.5% 117.7% 103.6% 97.3%

次 亜 塩 素 酸 205,591 5,823 198,455 207,278 0 204,278 13,555

ナ ト リ ウ ム 100.5% 117.4% 100.6% 101.0% 0.0% 101.0% 91.2%

次 亜 塩 素 酸
ナ ト リ ウ ム

2020年1―3月期ソーダ工業薬品需給実績

（単位：ｔ、下欄は前年同月比）
2020年3月ソーダ工業薬品需給実績

合 成 塩 酸

液 体 塩 素

出 荷 計 在 庫

高 度 さ ら し 粉

生 産
出　　　　荷

輸 出

か 性 ソ ー ダ

高 度 さ ら し 粉

液 体 塩 素

合 成 塩 酸

か 性 ソ ー ダ

副生塩酸(2月)

（単位：ｔ、下欄は前年同期比％）

生 産
出　　　　荷

輸 出 出 荷 計 在 庫
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－６－ 

［

東

ソ

ー

／

組

織

改

正

］
（

六

月

二

十

五

日

）

▽

技

術

セ

ン

タ

ー

に

安

全

技

術

室

を

新

設

。 

 
［

旭

化

成

・

人

事

］
（

六

月

一

日

）

▽

基

盤

マ

テ

リ

ア

ル

事

業

本

部

企

画

管

理

部

人

事

室

長

、

パ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス

プ

ロ

ダ

ク

ツ

事

業

本

部

企

画

管

理

部

人

事

室

長

後

藤

綾

孝

▽

研

究

・

開

発

本

部

技

術

政

策

室

人

財

育

成

部

長

小

山

壽

興

▽

ス

ペ

シ

ャ

ル

テ

ィ

ソ

リ

ュ

ー

シ

ョ

ン

事

業

本

部

企

画

管

理

部

人

事

室

長

田

中

英

樹

▽

旭

化

成

ア

ミ

ダ

ス

内

炭

広

志

▽

生

産

技

術

本

部

設

備

技

術

セ

ン

タ

ー

富

士

設

備

技

術

部

長

後

藤

秀

幸

▽

解

兼

同

本

部

同

セ

ン

タ

ー

同

部

長

、

同

本

部

同

セ

ン

タ

ー

海

外

設

備

技

術

部

長

曽

根

正

▽

研

究

・

開

発

本

部

イ

ン

フ

ォ

マ

テ

ィ

ク

ス

推

進

セ

ン

タ

ー

先

端

情

報

技

術

部

長

、

同

本

部

同

セ

ン

タ

ー

長

河

野

禎

市

郎

▽

同

本

部

同

セ

ン

タ

ー

先

端

情

報

技

術

部

長

濱

克

昌

▽

製

造

統

括

本

部

水

島

製

造

所

ポ

リ

マ

ー

製

造

第

二

部

長

井

上

憲

祐

【

基

盤

マ

テ

リ

ア

ル

事

業

本

部

】

▽

基

礎

化

学

品

事

業

部

ス

チ

レ

ン

・

ナ

イ

ロ

ン

原

料

営

業

部

長

徳

山

佳

樹

▽

Ｍ

Ｍ

Ａ

事

業

部

Ｍ

Ｍ

Ａ

営

業

部

長

面

田

謙

▽

基

礎

化

学

品

事

業

部

無

機

営

業

部

長

上

田

智

久

▽

石

油

化

学

工

業

協

会

水

谷

尚

哉

【

パ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス

プ

ロ

ダ

ク

ツ

事

業

本

部

】

▽

コ

ン

パ

ウ

ン

ド

事

業

部

コ

ン

パ

ウ

ン

ド

製

造

統

括

部

長

永

島

祐

介

▽

同

事

業

部

同

部

村

上

敦

史

▽

同

事

業

部

ア

サ

ク

リ

ン

営

業

部

長

冨

江

信

弘

▽

サ

ン

デ

ィ

ッ

ク

松

木

宏

【

ス

ペ

シ

ャ

ル

テ

ィ

ソ

リ

ュ

ー

シ

ョ

ン

事

業

本

部

】

▽

製

造

技

術

推

進

部

長

金

子

靖

▽

解

兼

同

部

長

、

事

業

本

部

長

付

榎

園

博

文

▽

化

薬

事

業

部

フ

ァ

ス

ニ

ン

グ

生

産

管

理

部

長

西

政

明

▽

同

事

業

部

同

部

付

宝

田

博

良

【

旭

化

成

エ

レ

ク

ト

ロ

ニ

ク

ス

】

▽

Ｍ

＆

Ｓ

セ

ン

タ

ー

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

第

四

部

長

加

々

尾

禎

▽

解

兼

同

セ

ン

タ

ー

同

部

長

、

同

セ

ン

タ

ー

長

栗

田

直

幸

。 

 

［

チ

ッ

ソ

及

び

Ｊ

Ｎ

Ｃ

・

人

事

］
（

六

月

一

日

）
【

チ

ッ

ソ

】

▽

法

務

部

主

席

綾

部

超

【

Ｊ

Ｎ

Ｃ

】

▽

法

務

部

主

席

綾

部

超

。 

  

［

Ｊ

Ｘ

Ｔ

Ｇ

グ

ル

ー

プ

・

人

事

③

］
（

六

月

二

十

五

日

）

▽

Ｅ

Ｎ

Ｅ

Ｏ

Ｓ

ホ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

ス

常

務

執

行

役

員

秘

書

部

・

人

事

部

・

総

務

部

・

法

務

部

・

危

機

管

理

部

・

調

達

戦

略

部

管

掌

、

Ｅ

Ｎ

Ｅ

Ｏ

Ｓ

常

務

執

行

役

員

秘

書

部

・

人

事

部

・

総

務

部

・

法

務

部

・

危

機

管

理

部

・

調

達

戦

略

部

管

掌

田

口

聡

▽

同

社

同

役

員

経

営

企

画

部

・

Ｅ

Ｓ

Ｇ

推

進

部

管

掌

、

同

社

同

役

員

経

営

企

画

部

・

Ｅ

Ｓ

Ｇ

推

進

部

・

海

外

事

業

企

画

部

管

掌

中

原

俊

也

▽

同

社

同

役

員

監

査

部

・

内

部

統

制

部

管

掌

、

同

社

同

佐

藤

能

央

▽

同

社

同

役

員

環

境

安

全

部

・

品

質

保

証

部

管

掌

、

同

社

同

部

・

同

部

・

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

事

業

部

木

村

裕

之

▽

同

社

同

役

員

経

理

部

・

財

務

Ｉ

Ｒ

部

・

広

報

部

管

掌

、

同

社

同

田

中

聡

一

郎

▽

Ｅ

Ｎ

Ｅ

Ｏ

Ｓ

同

役

員

水

素

事

業

推

進

部

・

Ｆ

Ｃ

サ

ポ

ー

ト

室

・

中

央

技

術

研

究

所

管

掌

宮

田

知

秀

▽

同

社

同

役

員

化

学

品

企

画

部

・

オ

レ

フ

ィ

ン

部

・

ア

ロ

マ

部

管

掌

横

田

宏

幸

▽

同

社

同

役

員

機

能

材

カ

ン

パ

ニ

ー

・

プ

レ

ジ

デ

ン

ト

河

西

隆

英

▽

同

社

同

役

員

製

造

部

・

工

務

部

・

技

術

計

画

部

・

製

油

所

・

製

造

所

管

掌

江

澤

和

彦

▽

同

社

同

役

員

潤

滑

油

カ

ン

パ

ニ

ー

・

プ

レ

ジ

デ

ン

ト

小

西

徹

▽

同

社

同

役

員

販

売

企

画

部

・

リ

テ

ー

ル

サ

ポ

ー

ト

部

・

広

域

販

売

部

・

産

業

エ

ネ

ル

ギ

ー

部

・

支

店

管

掌

齊

藤

猛

▽

同

社

理

事

佐

藤

宏

之

▽

同

社

執

行

役

員

未

来

事

業

推

進

部

長

、

同

矢

崎

靖

典

▽

同

社

同

役

員

経

理

部

長

、

同

社

同

四

谷

九

吾

▽

同

社

秘

書

部

長

、

同

社

同

清

澤

優

介

▽

同

社

財

務

Ｉ

Ｒ

部

長

、

同

社

同

團

徹

太

郎

▽

同

社

監

査

事

務

室

長

、

同

社

同

近

藤

奈

美

。 



 

 

令和２年５月２７日水曜日  日刊ケミカルニュース 第１０１２８号（第三種郵便物認可）  
 

 

－７－ 

 

累計 累計

数量 金額 数　量 数量 金額 数　量

エ チ レ ン 2 32 18 酢 酸 12,010 4,570 133,801

プ ロ ピ レ ン 34 254 306 酢 酸 ビ ニ ル 3,013 2,044 39,432

ブ タ ジ エ ン 0 0 253 メタクリル酸エステル 414 1,073 4,646

シ ク ロ ヘ キ サ ン 353 364 2,078 Ａ Ｎ 0 0 130

ベ ン ゼ ン 0 1 0 低 密 度 Ｐ Ｅ 27,239 25,034 291,897

ト ル エ ン 84 80 108 高 密 度 Ｐ Ｅ 23,227 20,452 257,537

パ ラ キ シ レ ン 10,023 8,051 211,506 Ｅ Ｖ Ａ 1,498 2,734 14,305

混 合 キ シ レ ン 0 0 332 Ｐ Ｐ 37,160 48,049 362,139

Ｓ Ｍ 1,861 1,556 162,345 Ｐ Ｓ （ Ｆ Ｓ ） 2,685 3,453 36,206

Ｅ Ｄ Ｃ 25,008 6,652 244,620 Ｐ Ｓ （ Ｇ Ｐ ・ Ｈ Ｉ ） 2,241 3,229 23,729

Ｖ Ｃ Ｍ ― ― 5 Ａ Ｓ 528 974 9,650

メ タ ノ ー ル ( ㎘ ) 98,836 25,667 1,116,297 Ａ Ｂ Ｓ 6,237 10,436 70,393

ブ タ ノ ー ル 1,751 1,499 15,434 Ｐ Ｖ Ｃ 29,749 27,895 373,888

オ ク タ ノ ー ル 527 756 12,933 Ｐ Ｏ Ｍ 1,458 2,238 19,096

Ｅ Ｇ 9,245 4,729 98,807 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 2,421 5,551 35,176

Ｐ Ｇ 1,066 1,101 14,310 ポ リ ア ミ ド 3,772 10,680 55,890

フ ェ ノ ー ル 247 265 1,795 Ｓ Ｂ Ｒ 6,066 10,764 85,649

ビ ス フ ェ ノ ー ル Ａ 178 226 2,538 Ｂ Ｒ 4,671 8,091 58,489

ア セ ト ン 2,985 1,315 22,765 Ｉ Ｉ Ｒ 184 349 2,295

Ｍ Ｅ Ｋ 97 114 1,626 ソ ー ダ 灰 83,685 18,419 1,286,839

ブラジルの2019年11月の主要化学品輸入通関実績

品　　目 品　　目
11月

（数量ｔ、ＵＳ1,000＄）

11月



 

 

令和２年５月２７日水曜日  日刊ケミカルニュース 第１０１２８号（第三種郵便物認可）  
 

 

－８－ 

 

品　　目 輸　　出 輸　　入 バランス 品　　目 輸　　出 輸　　入 バランス

エ チ レ ン 9,772 2 9,770 Ａ Ｎ 2,311 0 2,311

プ ロ ピ レ ン ― 34 ▲ 34 Ｌ Ｄ Ｐ Ｅ 39,452 27,239 12,213

ブ タ ジ エ ン 21,832 0 21,832 Ｈ Ｄ Ｐ Ｅ 27,863 23,227 4,636

シ ク ロ ヘ キ サ ン 0 353 ▲ 353 Ｅ Ｖ Ａ 2,654 1,498 1,156

ベ ン ゼ ン 5,879 0 5,879 Ｐ Ｐ 38,842 37,160 1,682

ト ル エ ン 6,108 84 6,024 Ｐ Ｓ （ Ｆ Ｓ ） 112 2,685 ▲ 2,573

パ ラ キ シ レ ン ― 10,023 ▲ 10,023 ＰＳ（ＧＰ・ＨＩ） 3,253 2,241 1,012

Ｓ Ｍ 30 1,861 ▲ 1,831 Ａ Ｓ ― 528 ▲ 528

Ｖ Ｃ Ｍ ― ― ― Ａ Ｂ Ｓ 8 6,237 ▲ 6,229

オ ク タ ノ ー ル 139 527 ▲ 388 Ｐ Ｖ Ｃ 1,399 29,749 ▲ 28,350

Ｅ Ｇ 9 9,245 ▲ 9,236 ポリ カー ボネ ート 26 2,421 ▲ 2,395

ア セ ト ン 407 2,985 ▲ 2,578 Ｓ Ｂ Ｒ 2,656 6,066 ▲ 3,410

酢 酸 ― 12,010 ▲ 12,010 Ｂ Ｒ 272 4,671 ▲ 4,399

ブラジルの2019年11月の主要化学品輸出入バランス

（▲は入超、数量ｔ）


